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研究成果の概要（和文）：本研究では、新規性の高い経営手法がその効果を真に吟味されないままにブームとなって産
業界に急速に普及・浸透し、ピーク期を迎えた後に関心が衰退してブームの終焉をむかえる現象を指す「マネジメント
ファッション」について、そのメカニズムの解明とそれに付随する企業行動を理解するための取り組みを行った。当該
分野の先行文献の整理に基づく理論構築を行った後、とりわけわが国の人的資源管理分野に見られた複数のマネジメン
トファッション現象に注目し、それらの歴史分析を含む詳細な調査研究を行った。本研究成果は、国内外の学会での報
告および国際ジャーナル掲載分を含む学術論文の形で発表された。

研究成果の概要（英文）：This study investigated the phenomena of "management fashions" in which fashionabl
e management techniques or practices emerge, rapidly gain popularity, diffuse in organizational fields, an
d finally fade. In this study, the extant literature in the relevant fields was thoroughly reviewed and th
e theoretical framework to understand the process of management fashions was developed. In addition, sever
al cases of management fashions, especially those occurred in the field of human resource management in Ja
pan, were empirically studied. The results of this research were presented both in domestic and internatio
nal academic conferences and journal articles based on this research was published in international journa
ls.
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１．研究開始当初の背景 
 
マネジメントファッションとは、新規性の高
い経営手法が、その効果を真に吟味されない
ままにブームとなって産業界に急速に普
及・浸透し、ピーク期を迎えた後に関心が衰
退してブームの終焉をむかえるという一連
の流行現象を指す。これまで、類似する現象
を研究対象とする複数の学問領域が存在し
ていたが、経営環境における当該現象の適切
な理解をもたらすよう整理されているとは
言いがたい状態であった。 
 
２．研究の目的 
 
本研究課題の目的は、さまざまな研究分野の
理論枠組みを統合するとともに、わが国で観
察されるマネジメントファッション現象を
詳細に分析することによって、マネジメント
ファッションの生起、普及、浸透および終焉
のメカニズムおよびその企業経営への影響
を明らかにすることにあった。 
 
３．研究の方法 
 
本研究の前半では、マネジメントファッショ
ン現象に関する理論構築のための関連文献
のサーベイと整理を行い、新規性の高い経営
手法の流行に絡む現象としてのマネジメン
トファッションの生起、 普及、浸透および
終焉のメカニズムを理解するための理論構
築作業を進めた。実証研究に関しては、人事
管理手法、ソーシャルネットワーキングワー
ビス、モバイルテクノロジー、ワーク・ライ
フ・バランスを含む複数のマネジメントファ
ッション事例について調査を行った。とりわ
け日本の人事・雇用における施策の流行と衰
退についての事例についてのアーカイブ・
デ―タを時系列的に収集し、その傾向を分析
したうえで、マネジメントファッションに関
連する理論との整合性を吟味するとともに、
企業経営への示唆を導いた。 
 
４．研究成果 
 
(1) マネジメントファッションの概念整理 
 
マネジメントファッションに関連する文献
を渉猟し、概念整理を行った結果、マネジメ
ントファッション(management fashions)の
定義を、Abrahamson (1996)にならい、「フ
ァッションセッター(fashion setter)によっ
て広められたもので、特定の経営手法が経営
上の合理的な進歩をもたらすという相対的
に 一 過 性 の 集 合 的 信 念 (relatively 
transitory collective belief)」と定義す
ることとした。類似する概念として、マネジ
メントファッド(management fats)や、マネ
ジメントファッショントレンド(management 
fashion trend)を特定した。マネジメントフ

ァッドは、様々な偶然性が重なった結果とし
て引き起こされる一過性、単一性の強い流行
現象を指し、マネジメントファッションは、
ファッショナブルな経営手法が知識マーケ
ットを介して取引される点を強調する。メデ
ィアやコンサルタント会社、著名な経営専門
家など特定の経営手法を広めたいファッシ
ョンセッターがサプライサイドとして、そし
て特定の経営手法の出現を期待する企業な
どのファッションフォロワーがデマンドサ
イドとして、知識マーケットにおけるこれら
の相互作用としての生起過程に焦点が置か
れる。マネジメントファッショントレンドは、
個々のマネジメントファッションがあるト
レンドに沿った形で複数連鎖していくプロ
セスを指す。 
上記の知見に基づき、1990 年ごろから 2012
年ごろにかけての日本の人事管理手法に関
するマネジメントファッションを分析した
ところ、図 1 のとおり、4 つの大きなファッ
ションが、2 つのトレンド（人件費削減トレ
ンドおよび多様な人材の活用トレンド）に沿
って出現しているという解釈を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1：日本の人事管理におけるマネジメント
ファッショントレンド 
出所: Sekiguchi (2014) 
 
(2)マネジメントファッションメカニズムの
理解 
 
マネジメントファッションの生起、 普及、
浸透および終焉のメカニズムについて、関連
文献整理や事例研究を通じた理解を行った。
マネジメントファッション現象の下地とな
るのが、ビジネス社会に存在する合理性の規
範と、進歩性の規範である。合理性の規範は、
企業経営においては経営目的を実現するた
めに最も効果的な手法を用いるべきである
という社会規範であり、進歩性の規範は、企
業経営では新たに改善された手法が導入さ
れていくべきであるという社会規範である。
したがって、特定の経営手法が、新規性があ
り進歩的で、かつ経営目的に近づくことを可
能にすると信じられることによってファッ
ション性を帯び、企業社会で普及していく潜
在力を獲得すると理解できる。 
上記の下地の上で、ファッションフォロワー
たる企業群が、業績低迷などによるパフォー
マンスギャップを知覚すると、問題解決のた



めの新しくかつ効果の高い経営手法への需
要が発生する。それをビジネスチャンスとと
らえるコンサルタント会社やメディアなど
のファッションセッターが、企業群との相互
作用を通じてファッショナブルな経営手法
および用語を作り出していく。これらが合理
性の規範と、進歩性の規範に合致すると、マ
ネジメントファッションの隆盛が始まる。 
図 2で示されるとおり、マネジメントファ
ッションの初期段階では、感情的、熱狂的
な反応、そして人々や組織の盲信的な学習
に支えられる形で特定の経営手法がブーム
化するが、マネジメントファッションの後
期では冷静かつ真の学習が有意となるため
に、熱狂性が冷めてマネジメントファッシ
ョンが衰退すると考えられる。 
 

 
図 2：マネジメントファッション・プロセス 
出所：Sekiguchi (2014) 
 
とりわけマネジメントファッションの初期
において重要な役割を果たすのが、ファッシ
ョナブルに見せる言葉のレトリック（修辞）
である。本研究では、感情的レトリック 
(pathos)、論理的レトリック(logos)、道徳
的レトリック(ethos)の 3 つに着目した。 
 
(3)マネジメントファッションと企業業績 
 
マネジメントファッションと企業業績との
関係について、文献整理および事例研究を通
したモデルを構築した。マネジメントファッ
ションとして知識マーケットで流通する経
営手法は、必ずしも実質的な業績改善をもた
らすとは限らない。むしろ、そうでない場合
も流行として多くの企業が取り入れる可能
性が高い。それを踏まえたうえで企業が戦略
的にマネジメントファッションに対峙する
ならば、企業業績に好影響をもたらす可能性
を示唆した。 
1 つ目のポイントは、マネジメントファッシ
ョンとしての経営手法を積極的に取り入れ
ることにより、先進企業、適切な経営を行う
企業といった正当性や高評価をステークホ
ルダーから獲得し、経営資源へのアクセスを
容易にしていく道を探ることである。2 つ目
のポイントは、正当性や高評価を獲得する手
段としてのファッショナブルな経営手法の

取り入れと、実質的に企業業績を高めるため
の経営手法の運営をある程度分離すること
である。 
さらに、マネジメントファッション現象は、
流行している経営手法に企業のトップマネ
ジメントやミドル層の注意が集中すること
を意味することから、ファッション化されて
いないために注意が向けられていないが今
後も重要な経営課題を特定し、むしろファッ
ションを先取りする形で他社よりも先んじ
て取り組むことの重要性も示唆した。 
 
(4)経営学の役割 
 
最後に、マネジメントファッション現象にお
いて、科学的に経営を改善する根拠がない経
営手法がブームになりうることを想定し、経
営学研究者がエビデンス（科学的研究成果）
に基づく経営手法を提案していくことの重
要性を指摘した。 
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